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はしがき 
 
本報告書は、日本財団の 2019 年度助成事業「船舶関係諸基準に関する調査研究」の一環として、省

エネ性能向上技術基準検討プロジェクトにおいて実施した「船舶の省エネ性能向上のための技術基準

の検討に関する調査研究」の成果をとりまとめたものである。 
本プロジェクトでは、国際海事機関（IMO）での審議に対応するため、エネルギー効率設計指標（EEDI）

規制、最低出力・非常用出力の各論点について、我が国の実態を踏まえた合理的な基準となるよう、

海洋環境保護委員会（MEPC）や通信部会（CG）への対応方針策定に資する活動を行った。また、今

後の IMO における EEDI 規制の更なる検討に向けて、風力推進システムに関する基礎調査を行った。 
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1. はじめに（調査研究の背景・目的） 
 

2013 年に発効した EEDI 規制は、段階的に規制値が強化されており、MEPC 74（2019 年 5 月）

では、2025 年から適用予定のフェーズ 3 について、その規制値及び適用時期を決定した。さらに、

MEPC 74 では、我が国をコーディネータとする通信部会（CG）において、将来的なフェーズ 4
の導入について検討することに合意した。同 CG は MEPC 75（2020 年 3 月）に中間報告を提出、

MEPC 76（2020 年 10 月）に最終報告を提出する予定である。 
また、EEDI 規制関連のその他技術的事項として、MEPC では最低出力規制及び非常用出力の導

入を審議している。最低出力規制については、MEPC 71（2017 年 7 月）において、我が国はドイ

ツ等と暫定最低出力ガイドライン改正案を共同提案したが、一部の船主国等が同改正案に懸念を

有しており、合意には至っていない。 
一方、非常用出力（通常時は制限された出力で航行し、荒天時などの非常時のみ出力制限を解

除可能とするもの）については、EEDI 規制と最低出力規制との両立を図るため、MEPC 73（2018
年 10 月）にドイツ等が非常用出力の導入を提案し、MEPC 74 では我が国はドイツ・ノルウェー

等と不正使用防止策等を盛り込んだ修正案を共同提案した。MEPC 74 では、最低出力と非常用出

力の議論を並行して進めて行くことに合意し、各国に対し、具体提案が求められている。 
上記のような背景のもと、本プロジェクトにおいては、EEDI フェーズ 4 に関して、IMO GHG

削減戦略の 2050 年目標（GHG 総量 50%削減）を踏まえつつ、必要な技術的事項（推進システム、

燃料の転換等）を検討するとともに、CG については、コーディネータとして各国の意見を集約し、

同 CG の中間報告を取りまとめた。 
また、最低出力規制については、MEPC 75 において、MEPC 71 に提出した暫定最低出力ガイド

ライン改正案を再提案すべく検討を行った。 
さらに、非常用出力については、新造船からの GHG 排出の早期削減（より厳しい EEDI 規制へ

の適合）と、船舶の安全性の確保（最低出力規制への適合）を両立させるための設計の柔軟性を

与えるものであり、その早期実現に努めるべく、提案の検討を行った。 
また、今後の IMO における EEDI 規制の更なる検討に向けて、風力推進システムに関する基礎

調査を行った。 
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